
   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

   

川崎市八川崎市八川崎市八川崎市八ヶヶヶヶ岳少年自然岳少年自然岳少年自然岳少年自然のののの家家家家    
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い
つ
も
の
年
よ
り
雪
が
多
く
降
り
、
雪
か
き
と
氷
砕

き
で
疲
れ
切
っ
て
し
ま
っ
た
こ
の
冬
も
、
夕
方
に
感
じ

る
陽
の
長
さ
で
春
遠
か
ら
じ
と
思
え
る
よ
う
に
や
っ

と
な
り
ま
し
た
。 

二
月
六
日
に
川
崎
市
に
出
張
し
た
際
、
多
摩
川
の
河

原
敷
き
が
雪
で
真
っ
白
に
な
っ
て
い
る
の
を
見
て
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。 

今
夜
も
中
学
生
が
ア
ス
ト
ロ
ハ
ウ
ス
で
星
空
観
察

を
し
て
い
ま
す
が
「
寒
い
～
」
と
み
ん
な
で
大
騒
ぎ
で

す
。 

 

先
日
、
代
々
木
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ

ン
タ
ー
で
「
全
国
青
少
年
教
育
施
設
研
究
集
会
」
に
参

加
し
ま
し
た
。 

一
日
目
の
特
別
講
演
で
沖
縄
県
文
化
観
光
ス
ポ
ー
ツ

部
長
、
平
田
大
一
氏
の
講
演
「
感
動
体
験
型
産
業
の
・
・
」

を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
八
ヶ
岳
で
の
子
ど
も
達
の
時
間

の
過
ご
し
方
を
思
い
浮
か
べ
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。 

こ
の
八
ヶ
岳
で
感
動
で
き
る
体
験
と
は
ど
う
い
っ

た
事
だ
ろ
う
か
？ 

大
人
が
善
か
れ
と
思
い
立
て
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り

時
間
に
追
わ
れ
、
主
人
公
で
あ
る
べ
き
子
ど
も
達
を
急

が
せ
て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
る
の
は
大
人
た
ち
、
何
か

悪
循
環
に
な
っ
て
い
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
感
動
を
す
る
の
で
は
な
く
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
完
走
す
る
こ
と
が
大
事
に
な
っ
て
い
る
様
な

気
が
し
ま
す
。 

そ
こ
で
、
提
案
で
す
。
八
ヶ
岳
の
新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
「
自
由
時
間
」
を
作
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

施
設
探
検
で
も
な
く
、
昆
虫
探
し
で
も
な
く
何
も
決
め

な
い
、
さ
せ
な
い
時
間
で
す
。 

悠
々
閑
々
、
子
ど
も
達
に
も
大
人
に
も
大
切
な
時
間
だ

と
思
い
ま
す
。 

是
非
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。 春

先
に
は
と
て
も
良
い
体
験
に
な
る
と
思
い
ま
す
。 

 

自
然
の
家
所
長 

春
山
明
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冬冬冬冬のののの自然自然自然自然のののの家家家家ではではではでは    

 

２月に入り寒さも厳しく雪も例年になくたくさん降ったので、自然の家 

周辺は一面銀世界となり地元富士見町の人も雪の置き場に苦労しています。 

その雪にはシカ達も苦労しているようで、エサを求めて自然の家周辺に 

も姿を見せますが、残念ながら子供達がその姿を見ることはなかなか難し 

いようです。 

寒くなると辛いことばかりではなくちょっと良いこともあります。 

それはアストロハウスでの星座観察です。 

寒くなると空が澄んでとてもよく星を見ることが出来るのですが、アストロハウスの屋根を開け始める

と子供達は寒い寒いと大騒ぎです。そして真っ暗な空を見て星の多さにまた大騒ぎです。 

厳しい寒さの中にも嬉しい・楽しいが隠れていることを子供達にも感じて・見つけて欲しいと願います。 

（ 向 川 原 ） 

 

～～～～食事食事食事食事をつくってをつくってをつくってをつくっていますいますいますいます～～～～    
自然自然自然自然のののの家家家家でででではははは、、、、食堂食堂食堂食堂がががが「「「「甲斐駒甲斐駒甲斐駒甲斐駒」「」「」「」「北岳北岳北岳北岳」」」」のののの２２２２つありつありつありつあり、、、、それぞれそれぞれそれぞれそれぞれ調理調理調理調理のののの担当担当担当担当職員職員職員職員がいますがいますがいますがいます。。。。    

今回今回今回今回はははは調理調理調理調理のののの担当担当担当担当職員職員職員職員ににににインタビューインタビューインタビューインタビューししししてみましたてみましたてみましたてみました。。。。    

    

冬芽冬芽冬芽冬芽のののの衣替衣替衣替衣替ええええ    

 

 八ヶ岳では一年の中で２月半ばが一番寒い季節です。 

日々最低気温を更新しているような毎日の中で、白モクレンの冬芽がほころんでいるのを

見つけました。 

木の下に茶色の枯葉のようなものがいっぱい落ちているので、 

上を見上げると花？と思う形に花の冬芽が開いています。 

望遠レンズで覗いてみると、ふわふわの綿毛をまとった冬芽の 

カラを一枚脱いで春の準備をしていました。 

白く大きな花が咲く４月までにはまだ間があり、花ではあり 

ません。 

こんなに早く、それも一番寒いこの時期に白モクレンは衣替 

えをして厚い冬の衣を一枚脱ぎ捨てているのでした。 

思いついてダンコウバイや、コブシの木の下を見ると、あり 

ました！小さな茶色の冬芽のカラが雪の上にいっぱい散らばっています。 

寒い寒いと縮こまっている人間を横目に、木々は黙々と春の準備を進めていました。 

厳しい自然の中にこんな感動が隠れています。（Ｋ） 

（ちょっとお薦めの一冊） 

『いのちをいただく』  内田美智子 著 

数年前に、この本の作者の内田美智子さんの講演をきく機会がありまし

た。 

大学生に対しての講演会だったのですが、食について生について考えさ

せられるものでした。作者の内田さんは、助産師としてお産に携わり多く

の赤ちゃんを取り上げてきました。 

この本は、内田さんが講演活動している中で出会った食肉センターの方

の体験談を基につくられた絵本です。この本を監修した九州大学の佐藤先

生が本の中で次のように述べています。 

「食べ物が満ちあふれている時代に、食べ物の 

ありがたみを伝えることは難しい。食べ物を粗末 

にしてはならないと、教えることは難しい。・・・ 

そんな時代にどのようにして食べ物のありがたみ 

を伝えるのか。『命』でしかないのだと思う。」 

（「いのちをいただく」西日本新聞社 抜粋） 

大人に限らず子どもにも読んでもらいたい本です。そして、機会あれば

どこかで内田美智子さんの講演もきいていただければと思います。 

 

Ｑ２ 得意な料理は？ 

Ｑ３ どんなことに気をつけていますか？ 

Ｑ１ 自然の家の料理を作っていて宣伝したいことは？ 

Ｑ４ 趣味は？ 

 
 

 

 

 

・メンバーそれぞれに和食、

洋食得意料理があります。 

・春から秋にかけては、地物のおいし

い野菜を使って料理しています。 

Ｑ５ 来られた方に感じてもらいたいことは？ 

・自転車、テニス、登山など各自、色々な趣味をもっ 

ています。アウトドア派が多いです。 

・薪ストーブ用のまき割りも休日の日課になっている人も

います。 

・もう一度来てみたいと思ってもらえたら。 

・川崎市と違い自然豊かな環境で料理も含め、 

リフレッシュできたと感じてもらえたら 

幸いです。 

 

・おいしかったと言われたとき。 

・また是非来ますと言われたとき。 

・気軽に話しかけてもらい、お客様と 

楽しい会話が出来たときなど。 

 

 

・地物の食材を使い地産地消を心掛けています。 

・食堂「北岳」ではファミリーに喜ばれる料理を、食堂「甲斐 

駒」では少年団体の利用が多いので子ども達に喜ばれる料理

を中心に献立を立てています。 

 

Ｑ６ うれしかった事は？ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催事業「八ヶ岳自然紀行」について 

今年度に引き続き、平成２５年度も主催 

事業「八ヶ岳自然紀行」を行います。 

この事業は、四季折々の八ヶ岳の自然、 

地域、文化への理解を深めると共に、参加 

者相互の交流を深めて頂く事業です。 

日程等詳細につきましては、決まり次第 

ホームページ等でお知らせいたします。 

川崎市八ヶ岳少年自然の家 

〒399-0101 長野県諏訪郡富士見町境字広原 

              12067-４８２ 

       ℡ ０２６６－６６－２０１１ 

       Fax０２６６－６６－２０１４ 

ホームページでも情報をお伝えしています。 

  http://www.kawasaki-yatugatake.jp/ 

指定管理者 （社）富士見町開発公社 

～あとがき～ 

早いものでもう３月。来月からは新

しい年度です。 

今年度は、自然の家の職員をより身

近に感じてもらえればと、写真とイン

タビュー、その他様々な職員からのお

話を掲載しました。 

これからも職員からのお話、四季

折々の自然のことなど掲載していき

たいと思っています。 

（Ｄ） 

郷土郷土郷土郷土のののの方言方言方言方言についてについてについてについて    

私が子どものときに比べて今は方言を使ったり、実際に聞いたりする機会が減ってきている気が

します。 

標準語を使う人が増えているからということもあるけれど、私が方言を使っていると田舎のおば

あちゃんみたいなどと両親に言われてしまいます。 

方言でしゃべっている人がいるととても嬉しいのだけどな～！ 

地方によっては方言ではないけれど、習慣もだいぶ現代風に 

変わってきています。 

例えば「いただきます」「いただきました」という言葉。 

家族や保育園の先生から、食べるときの感謝の気持ちを表す 

言葉として教わりました。 

でも「いただきました」は、今は「ごちそうさまでした」に代わって、ほとんど使う人がいません。

(もしかしたら長野独特の表現かな？)たぶん使っている人は私ぐらいなのかもしれません。 

『いただきました普及委員会』なるものを自分の心に作って、一人地道に活動しています。 

昔ながらの言葉は、時としてきつい言葉として伝わるかもしれないけれども、郷土の方言をすた

れることなく伝えていきたいと活動・奮闘中です。 

みなさんもぜひ使ってみてくださいね。（小林） 

 

 

 


